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『未来に灯そう希望の光り』
Let's illuminate the light of for the future 

理事通信 12号

皆様、一年間大変お世話になり　心より感謝申し上げます。
6 月 8 日の西日本区大会に約 570 名のご登録を頂き、中部一同感謝の言葉がありません。
現在、大会会場の名古屋市公会堂の建つ鶴舞公園では、薔薇が咲き乱れ公園内はとても華やかです。
皆様を沢山の薔薇でお迎えできる事を楽しみにしております。中部は一致団結した 5 クラブ、ユース、名
古屋 YMCA で皆様をお迎えさせて頂きます。
昨年、理事を拝命させて頂き部会、周年例会等で皆様の笑顔と優しいお言葉に沢山の喜びと希望を感じる
事ができました。
本年元日には『能登半島地震』が発生しました。富山クラブ、金沢クラブの皆様の安否確認がとれ、胸を
撫で下ろしたことでした。これからも復興支援のボランティア募集、派遣が続きます。被災者の悲しみに
寄り添いましょう。
国際・交流事業主任　牧野万里子ワイズ（京都ウエスト）、中西部部長　石津雅人ワイズ（大阪センテニアル）
のご逝去に深い悲しみを覚えます。両者の思い出が目に浮かびます。キャビネット一同、両ワイズは共に
在ると信じます。後任には、国際・交流事業主任に小田哲也ワイズ（福岡中央）、中西部部長に福島眞一ワ
イズからご快諾を頂きました。感謝申し上げます。
私達の活動は決して派手ではありません。協働する喜びと、助け合い、許し合い、認め合う事で友情とフェ
ローシップが育まれるからこそ、私達の楽しい活動が展開できていると信じます。
西日本区の皆様とキャビネット、そして YMCA のお支えで今日まで歩む事ができました。一年間お世話に
なった最高の皆様に、名古屋で私達の感謝の気持ちを伝えられる様に準備しております。
名古屋で１つに集めた希望の光を、戦争や天災で苦しむ隣人に灯して参りましょう。ワイズメンズクラブ
と YMCA の将来に平和が与えられる様にお祈りします。一年間ありがとうございました。
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5 西日本区強調活動月

H

先人の知恵と経験を学び新たな 100 年の歴史をつくりましょう。

の

     

1 年間を振り返り、その経験値を次の年度に生かしましょう！

皆様のこの 1 年間はいかがでしたでしょうか。各クラブそれぞれ活発なお働きがあったこと
と存じます。国内、国外に於いても大きな災害があり、今でも困難な状況にある方々もあり
ます。各クラブまたメンバー・メネットの皆様のご支援やお見舞いがたくさん寄せられたのも、
この 1 年間の記憶です。これらの 1 年間の記憶を記録として残す時期に差し掛かりました。
この記録が将来の参考になることでしょう。

遠藤　通寛 ヒストリアン（大阪泉北）



西日本区チャプレン　立野泰博
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「教える人は聞かない」

聖書には人々の聞く力に応じてたくさんの「たとえ話」があります。本日のみ言葉は「と
もし火」と「秤」のたとえを語られたあとの言葉です。生活の中で使用している、ごく
あたりまえの道具をつかった話です。「灯を持ってくるのは、燭台の上に置くため」。そ
の通りですが、ここから何を聞きとるかが大切なことです。 
　お寺の看板に「教える人は聞かない？」という言葉が書いてありました。教えるとい
うのは、学校の先生、教会の牧師などはあたりまえの行為です。しかし、親という立場
も子どもに教えるという存在になります。バイトの先輩や兄弟姉妹でもそのような立場
になります。ワイズの役員でも。
ただこの看板で気がついたことがあります。それは「教える」ということから物事を始
めると「聞くことができない」状況に陥るのではと。それは「まず私の話を黙って聞き
なさい」という状況です。そこにいる人が何を考え、何を求めているかを聞いて（受け
とめ）、それから教える（伝える）ことが本来の姿のように思えます。 
　聖書には「何を聞いているかに注意しなさい」とあります。教える者も「何を聞いて
いるか」から始めることです。ただ教えるのではなく、伝えるという立場こそがワイズ
には大切かなと思います。 

聖書の小窓

今月の聖句

何を聞いているかに注意しなさい。 マルコ　４：２４
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各部部長からのメッセージ

私の今期の主題は「みんなで参画」でした。これは言うまでもな

く第 27 回西日本区大会を中部でホストすることを念頭に置いての

ものでした。寸暇を惜しんで準備に取り組んで下さった実行委員

会の皆様を始め、関わって下さった皆様には頭が下がります。果

たして主題の様になったか？は区大会が終わった時にわかるので

はないでしょうか。私自身はクラブの皆さんに支えられて部会を

開催したくらいで、あとは各クラブがその持ち味を生かして様々

の取り組みをし、また交わりを深めて下さいました。それぞれの

クラブの皆さまに感謝です。ありがとうございました。

中部部長　松本 勝

1年を振り返って

昨年の今頃、何をしていたかを振り返ってみると、これがまだ 1 年前

のことだったと思うくらい、色々なことが慌ただしく動いていた 1 年

だったと感じます。今期部長主題として、今こそ「ワイズ」らしい夢を！

～びわこ部の存在を取り戻す～を掲げスタートしました。

部の役員会、評議会や ZOOM による会長・主査会議など機会あるごと

に、部内でのコミュニケーションや意思統一を図れる場を積み重ね紆

余曲折ありましたが、活発な活動に繋がりました。また、西日本区で

は各部の部長の皆さんと役員会や部会等を通して仲良くなり時には情

報交換や意見を交わし楽しく懇談できました。同じ課題や悩みを共通

出来たことも、何よりも励みになりました。また夜はいつも一献付き

合っていただきありがとうございました。心よりお礼申し上げます。

新型コロナ感染症も 5 類に移行し、今期からはワイズ活動も日常を取

り戻すべく、びわこ部メンバー 1 人 1 人の力を最大限に引き出せるよ

う「質を高め強固な一枚岩としての再構築」を目指しました。しかし

ながら後期半年報告では７９名と８０名すら割るというメンバー大減

少の「まさに緊急事態‼」です。年初の８２名+αの目標をあきらめず、

次期岡本部長新体制と連携を密にし、引き続きびわこ部全メンバーの

力と汗を結集することにより、会員増強と新クラブの創設にむけて注

力してまいります。

びわこ部部長　渡壁 十郎
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深谷理事、この一年間本当にお疲れ様でした。次期の第１回準備

役員会にて初顔合わせだったと記憶しています。当然私も緊張し

ておりましたが、深谷理事も相当緊張しておられたと思いました。

しかし最近では、落ち着きが顕著に表れ、堂々とされた振る舞い

に尊敬の念を感じています。来期からはお会いする機会も減り、

少々寂しい気も致しますが、深谷理事におかれましては、次期よ

りまだ３年間の御奉仕がありますので、お身体に気を付けられて、

ますますのご活躍をお祈りしています。一年間お世話になりまし

てありがとうございました。

京都部部長　武村 松一

阪和部の第３５期部長として「継承そして新たなる創造」を主題

に掲げました、大阪・奈良・和歌山の３ YMCA との関わりを継承

しつつ今迄以上にユースリーダーとの関係性を強化するプログラ

ム、阪和部・中西部ＥＭＣ合同シンポジウムではユースリーダー

を交えてのディスカッション、阪和部 YYY フォーラムでもユース

リーダーとの、それぞれの「ことば」の共有をすることが出来ま

した。

次期にも、波及して更にＹＭＣＡとの協働につながる事を期待し

ます。

阪和部部長　内藤 陽介

「YMCA とのさらなる協働を目指して」を部長主題としました。今

期 YMCA 会員、スタッフ、ワイズ共同企画で YYY フォーラムを

2 回開催、野外での懇親、室内での懇親と相互理解の機会をもちま

した。また、部長としては YMCA の職員研修の場でワイズ理解を

深める機会を得ることができました。1 年を通して振り返ると部長

主題を十分に具体化できたとはいえず、力不足を感じます。部長

を支え、六甲部の活動を豊かにしてくれたすべての会員に感謝し

ます。

六甲部部長　井出 浩 
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2023 ～ 2024 年度活動を振り返り

瀬戸山陰部部長としての１年を終えようとしておりますが、まず、

皆さんのお力添えに感謝申し上げます。部内４クラブは、独自の

地域奉仕活動を中心に、その歩みを進めておられます。更なる課

題は、活動の輪の広がりではないかと考えます。そして、この課

題にも真摯に向き合い、広報の工夫などにも取り組まれているこ

とを心強く感じております。

次期も、各クラブ会長のリーダーシップのもと、長壽部長を盛り

上げてください。

瀬戸山陰部部長　山本 和生

西中国部運営所感
満八十歳で「生 ・々利他のワイズ」を理念に共に歩み考えようと思い、
二度目の部長職を務めましたが結果として部固定行事の遂行に終始
し、部長職としての役割と貢献は十分に発揮する事ができず残念な
結果で終わる。それは広島 YMCA と西中国部を構成する 5 クラブ
との連携と意思疎通が十分に図れなかった点、そして各クラブ間の
交流促進が図れなかったことなど、今後の部運営と活動に課題を残
す結果となる。
その中で前々期から三か年継続行事であった広島 YMCA の運営施
設である雲月キャンプ場の管理棟内部改修工事において、呉クラブ
メンバーを中心に多くの皆様の協力により 2024 年 6 月に完成し広
島YMCAに引き渡すことができました。

西中国部部長　竹本 豊治

九州部部長を一年して

今期九州部部長をさせてもらい 15 クラブに親しみを感じました。

部長公式訪問では楽しみや期待を感じながらクラブ巡りをしまし

た。各クラブのおもてなしを受けチヤホヤされたことが印象的で、

どのクラブも魅力あるクラブでした。九州は長崎、福岡、熊本、

鹿児島と広く繋がってます。旅行気分で訪問したのもいい思い出

で す。に し て も 一 年 間 あ っ と い う 間 に 終 わ り ま し た。

これからも九州部の未来を考え行動したいと思います。

九州部部長　中西 賢一 
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黄綬褒章とは、農業、商業、工業などの業務に精通し、他の模範となるような技術
や事績を有する方に贈られます。
谷正一さんは、木材業での功績を評価され、大阪府木材連合会からの推薦をうけま
した。
各府省などは、通常都道府県・市町村や関係団体から推薦された方の中から候補者
を選考します
褒章の候補者は、各府省の大臣などから内閣総理大臣に推薦され、内閣府賞勲局で
の審査を経て、閣議決定の後、天皇陛下の御裁可を得て発令されます。

黄綬褒章受章

ワイズメンズクラブ国際協会西日本区中西部　
大阪西クラブ　谷　正一さん

黄綬褒章受章



周年記念例会等、予定

和歌山紀の川ワイズメンズクラブ
４０周年記念祝会

日　時　   ２０２４年 7月２8日（日）

               １１時３０分～１５時００分

会　場　　ホテルグランヴィア和歌山 6Ｆ宴会場
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         和歌山紀の川 

ワイズメンズクラブ 
 

４０周年記念祝会のご案内 <第 2報> 
 

紀の川の流れを次世代へ。つなげる・ひろげる・ふかめる‼ 
 

和歌山紀の川クラブは、40 年前に和歌山クラブを親クラブとして誕生し、多くの方々に支えら
れながらＹＭＣＡ・地域に密着した活動を続けてまいりました。この 40 年の歩みに感謝するとと
もに「紀の川の流れを次世代へ。つなげる・ひろげる・ふかめる！」をテーマにお集まりいただ
き、皆様と語り合い、喜びを共有できればと思います。多数の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

日 時 ２０２４年７月２８日（日）                
受付開始 11：00  開会 11：30  閉会 15：00 

記念講演 「大阪・関西万博開催間近！」  県万博推進課 

場 所 
 ホテルグランヴィア和歌山（TEL073-425-3333）6 階宴会場 

<ＪＲ和歌山駅正面（西口）すぐ> 
 受付でシュガークラフトモニュメントが皆様をお迎えします！ 

登 録 費 1 万円 

お 願 い 

 
1. お申し込みは 6 月 10 日（月）までに、必ず各クラブ単位でＦＡＸまた
はＥmail のいずれかでご送付ください。 

 
2. 申し込み先 

 
   ＦＡＸ  073-445-7741（永井会長） 
  Ｅmail    ootani.shigeru@agate.plala.or.jp（大谷） 
 

3. 登録費は、クラブ単位で当日、受付にてお支払いください。 
 

4. 登録内容の変更、キャンセルは、クラブ単位でＦＡＸまたは Email で連
絡下さい。ただし 7月 24 日（水）以降のキャンセルは、登録費をお支払
いいただきますのでご了承ください。 

  和歌山紀の川クラブ 
   会長 永井 康雅   実行委員長 大谷 茂 

 



西日本区大会予定

2024年 6月7日（金）
前夜祭：ＡＮＡホテルグランコート名古屋

2024年 6月8日（土）
区大会：名古屋市公会堂

ワイズメンズクラブ国際協会
第 27回西日本区大会
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2024 国際大会・チェンマイ大会　

ワイズメンズクラブ国際協会

西日本区の皆さまへ

平素よりワイズダムの発展にご尽力頂きまして、誠に有難うございます。

『2024 国際大会・チェンマイ大会』ですが、オフィシャルツアー旅行社として、

募集を始めさせて頂くに際し、日本のお盆の時期に重なり、旅行需要が激増する中で、

航空会社としても” 団体” としての座席” を、提供しづらいシーズンに当たります。

以上の理由から、運賃も高くなり、さらに取消料などの条件も非常に厳しいものとなり、

募集に際しては、航空券はお申込みをされた時点の『時価』でのご案内とさせて頂きます。
運賃は、予約の混雑具合・残席の数などにより、日々変動し、現時点での最安値として

【ツアー費用の算出例】

※運賃が90,000 円の場合※

チェンマイ大会のみ：航空運賃90,000 円＋67,000 円＝157,000 円
帰りにバンコク滞在：航空運賃90,000 円＋91,000 円＝181,000 円
ほか、空港諸税（約45,000 円）やシングル希望の場合の費用など。

航空券は、ご予約頂いた時点での最新の運賃・条件をご案内します。

予約完了から 1 週間後に航空券を発券し、旅行費用が確定します。登録料と一緒に

お振込みをお願いします。個人切符となり、オリジナルの日程に前後したスケジュールも

柔軟に対応が可能です。

登録料に関しましては、4 月以降もアーリーバードが適用されます。

関西空港からは添乗員として、大阪泉北クラブ所属の旅行会社スタッフが同行させて

頂く予定です

。※申込人数が 15 名様を越えた場合※

何かご不明な点などございましたら、ご一報ください。

㈱トラベルファイブジャパン
観光庁長官登録旅行業第８２３号 JATA 正会員
〒541-0059 大阪市中央区博労町３丁目６番７号
TEL/06-6253-0212 FAX/06-6253-0679
e-mail : tanigawa@travel-5.jp
担当 谷川 一人（阪和部・大阪泉北クラブ所属 )



新入会員 新しい仲間をご紹介します。

2024-2025 年度　西日本区ロースター発行について

ロースター原稿返送締切　　　：　2024年 4月末日

ロースター申込締切      　　　：　2024年 5月31日（金）

ロースター校正原稿返送締切　：　2024年 6月15日（日）

※指定の期日に送れますとロースター発行が遅れ、全てのクラブに支障が生じます。

　期日厳守でお願いします。

藤井 正秀（ふじい まさひで）

入会式：2024年5月13日

彦根クラブ

能戸 謙介（のと けんすけ）

入会式：2024年5月21日

京都キャピタルクラブ

篠原 匠（しのはら たくみ）

入会式：2024年3月31日

　熊本クラブ

山川　潔（やまかわ きよし）

入会式：2024年6月7日

名古屋クラブ

津出 智宏（はやかわ まき）

入会式：2024年7月2日

熊本Nスピリットクラブ

山口 昭昌（やまぐち あきまさ）

入会式：2024年6月20日

和歌山クラブ名古屋クラブ


